
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校・家庭・地域ではぐくむ学びのサイクル 

 

◆ 活動の目的・趣旨 

本校では平成２４年度から、基礎学力の向上と併せて、基礎学力に密接な関わりのある生活習慣を向上させる研

究に取り組んでいる。本市で取り組んでいる『学びの向上さいたまプラン』の「読み・書き・そろばんプロジェクト」を積極

的に推進し、児童を取り巻く「学びのサイクル」の構築や「すくすく のびのび 子どもの生活習慣向上」キャンペーン運

動を継続的に実践し、望ましい生活習慣づくりに取り組んでいる。「早寝・早起き・朝ごはん」等の望ましい生活習慣の

確立は、本校の教育目標《進んで学び、心豊かで、心身ともにたくましい児童の育成》＜生きる力をはぐくむ＞の具現

化であり、基礎学力の向上を支え、児童自らが未来を切り拓くために必要な力をはぐくむと確信している。 

◆ 主な活動内容 

○【「未来（みら）くる彩（さい）くるチェック表」の作成・活用による家庭との連携】月初めに今月の「起床・就寝時間」

「読書・学習の時間」のめあてを設定し、毎週金曜日に「朝ごはん」「運動」「手伝い」「生活目標」「歯磨き」「あいさ

つ」の実践を記録し、家庭での生活習慣を見直す活動を進めてきた。また、「ノーテレビ・ノーゲームデー」を呼びか

けるとともに、毎月、各家庭での取組をチェック表で振り返るようにした。 

○【長期休業中の生活表の作成・活用】生活表を校内で統一し、一言日記により、生活習慣への意識化を図った。 

○【健康教育・食育活動の充実】養護教諭・栄養教諭とのティームティーチングで生活習慣向上の指導を行った。 

また、家庭・地域との連携を図るため学校保健委員会を毎学期実施し、講師を招聘し専 

門的な知識を発信するとともに、学校試食会や学校ＷＥＢページによる献立紹介を行った。 

○【ＰＴＡによる「ぼくの、わたしの、早寝大作戦！！」の実施】長期休業中の生活表と併せ、 

「早寝」に着目した、各家庭で目標を設定できる取組を行った。 

○【辻南ボランティアネットワーク「局（TUVONE）っと」による学校支援活動の推進】スクールサポートネットワーク 

協議会（学校支援地域本部）のもとで共通目標をもち、保護者・地域住民が授業支援活動に取り組んできた。 

○【未来（みら）くる彩（さい）くるファイルの活用】「基礎学力向上」「生活習慣向上」に関わ 

る情報をファイリングし、学校・家庭の双方で共通の目標を共有し実践できるようにした。 

○【あいさつ運動の実施】毎日職員が校門立哨し、児童とともにあいさつ運動を実施している。 

特に、毎週月曜日は「あいさつ通り」と名付けられた校門前の道路で、地域住民とともに、 

保護者、防犯ボランティアがあいさつ運動を実施している。 
◆ 活動の成果と今後の展望 

                                             「未来くる彩くるチェック表（生活習慣表）」↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ 幼稚園 □保育所 ■小学校 □中学校 □高等学校 □中等教育学校 □特別支援学校 
□ 児童館 □公民館 □図書館 ■ＰＴＡ □子育て・教育支援団体、ＮＰＯ □企業・事業所 
□ 病院・保健所 □早寝早起き朝ごはん運動・家庭教育支援に関する実行委員会・協議会 
■ 行政（教育委員会）  □行政（保健・福祉部局） □行政（その他の部局      ） 
■ その他（学校評議員、防犯ボランティア、子どもひなん所 110 番の家、学区内の自治会、

青少年育成地区会、子供会、校庭開放委員会） 
 

活動の名称 

団体等の名称 

活動に含まれる（連携している）団体等 

活動の概要 

自ら考え、学び、表現豊かに伝え合う児童の育成 
～基礎学力の向上を通して（読み書きそろばん・家庭／地域との連携）～          

さいたま市立辻南小学校 

○アンケート結果から児童の「学習時間」「運動」「手伝い」「生活

目標」「歯磨き」「あいさつ」への意識が大きく高まった。これは各

家庭で目標設定をして意識の向上が図られた効果といえる。 

○家庭への生活習慣アンケートから「朝ごはん」「起床・就寝時間」

の設定などに意欲の高まりがみられた。ＰＴＡ本部の積極的な取

組が各家庭への啓発につながり、たいへん効果的であった。 

○「ノーテレビ・ノーゲームデー」の振り返りから、家庭での会話が増

えたり、読書や運動などに時間を使えるようになったりしたという

声が多く聞かれ、家庭での充実した時間の確保につながった。 

○今後も家庭・地域と連携を図りながら基礎学力・生活習慣の向

上に向け取組を実施していくとともに、深化をさせていきたい。 

 

「あいさつ通りで地域の方とあいさつ運動」↑ 
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